
                    
           

 
   
                                        

  

   

                                                       

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

８月２０日、２１日に、田区民センターにおいて湯浅町教育

委 員 会 主 催 の サ マ ー キ ャ ン プ が 開 催 さ れ 、 湯 浅 町 内

の３年生以上の小学生が大勢参加しました。 

「オリジナルのおにぎりを作ろう」「ドローン体験教室」「トー

クフォークダンスをしよう」「カレーライスを作ろう」「キャンプの

記念になる作品を作ろう」など、色々な体験を通して、協力す

ることや自分たちで考えて達成することの喜びを味わったよ

うです。 

羽衣国際大学の方々にドローンの操作方法を学んだり、

湯浅のステキな大人たちとおしゃべりしたりして、子供たちは

とても楽しそうでした。

　 湯浅の良さを実感した子供たちは、きっとみんなが湯浅町

の主役となって、ステキな湯浅をつくっていってくれるでしょう。 

食と出会いと伝統に触れる 

みなさん、 

色々とあり

がとうござ

いました。 
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子育てワンポイントアドバイス 

子供にお小遣いをあげるべきか、いくらあげるべきか、どのような方法であげると良いのかなど悩みますよ
ね。お小遣いをあげるメリットには、「金銭感覚を養うことができる」「お金をやりくりする能力が身に付く」「本当に
必要な物を理解できる」などがあげられます。しかし、「何もしなくてもお金がもらえると勘違いする」「衝動買いを
してしまう」などのデメリットも考えられます。 

お小遣いをあげる最大の目的は、やはりお金の大切さを知ることを含めた金銭感覚を養うことではないでしょ
うか。子供には、自分でお小遣いの管理をして、お金の大切さや使う際の注意点なども理解してもらいたいもの
です。 
学校では、家庭科や修学旅行などの行事で、金銭感覚を養う指導が行われています。ご家庭でも親は家計

簿、子供は小遣い帳をつけて、月末に確認し合うことを楽しんだり、子供に目標を持たせて貯金することを助言
したり応援したり・・・と、親としての役割を再認識して、ご家族で工夫されてはいかがでしょう。 

②① ③

④

⑧

⑤

⑥

⑦

すまいる家の一日
〈〈おこづかい事情〉〉

マンガ本を買いたいな。
でも、こづかいは、
今月もピンチ！

    いろは、
お願い、500円
  貸して！！

だめよ。
私は買いたい物が
あるから、毎月貯金
   してるのよ！

そこを
なんとか
　　 …。

おにいちゃん！
ぼくなんか、おこづかいないんだからね！

ダメダメ！

おにいちゃん
ダメダメ！

そうよね！

 いろはちゃ～ん！
宿題の協力するから
さあ～。
   お願い。

 あきら、
ウロウロと
何してるの？

お母さ～ん
おこづかい前がり
させて！お願い！

   何に使うの？
毎月十分あげてる
 でしょ！

マンガを買い
たいんだ。
みんな買ってるし、
話に入っていけない
んだ。 みんなってだれよ！？

言ってごらんなさい！

 そうか、月１回おこづかいを
 渡すようにした時に話し
合ったことをもう忘れたのかな？
イヤイヤ、分かっちゃいるけど…
 かな。

      おこづかいのルール
    １、貸し借りはしない
  ２、何に使うか、使ったかを　
　   報告する
 ３、前借りはNG！
４、こづかい帳につけ、やりくりする

  マンガだからダメと言うのでは
なくて、お金の大切さを知った上で、
   有効に活用してほしいわ。

子供の頃に貯金して、通帳に
お金が貯まっていくのを見たら
うれしかったなあ。

手伝いで
もらったお金で

買いたかった物が
買えてうれしかった

な～！
   私も貯めたお金で
ずっと欲しかった物を
買えてうれしかったわ！！

   あきら、お父さんや
 お母さんが子供の頃
はな…。
 あきらの気持ちは
分かるけど、どうしたら
いいか考えてほしいな。

  そうだね。
ぼくもあせっちゃって。
マンガは読ませてもらって
来月号を買えるようにするよ。
いろはは、えらいよね！

 おこづかいをもらえるだけでもありがたい！
ようし！こづかい帳をつけるぞ！
家族の一員として、できることもしてみよう！

  おにいちゃんが
変わった～！

あきら、よく考えたね。
うれしい
    わ！！

目標が
できたよ！

⑨ ⑩

 オ～！！マンガを買えたし、
ボールペンも買えた。
 貯金もできたぞ～！！

ヤレバデキル！
　　　　ブ～。



学校に登校しづらいお子様のために湯浅町教育支援センタ
ー「YES（Yuasa Educational  Support）」も開設しています。
どうぞお気軽にご相談ください。Tel 63-1111 

  
  
 

 

 

 

 
 

      

 

 

  
 

 

 

 

   

                  

 
 
 
 
  

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

OffーSite（オフ・サイト） 湯浅町ひきこもりサポート事業 

特定非営利活動法人 Peer 心理教育サポート

ネットワーク、湯浅町ひきこもりサポート事業

「Off-Site（オフ・サイト）」ってご存知ですか。今年

度から湯浅町で行っている事業です。 
 

◇現在のサービス内容・・・相談支援（要予約） 

・不登校やひきこもりについての相談を心理の専

門スタッフがお受けします。 

・就職や進路のこと、人と関わることが不安、子供

への関わりや家族関係、ネットやゲームの依存

など、不登校やひきこもりに関する相談でしたら

何でもご相談が可能です。 

【原則湯浅町在住の方が対象です】 

◇今後居場所支援やイベント等企画予定 

（予約制）月１回程度開所 10:00～14:30 

開所日は HP や SNS 等で案内 

利用料は無料 

お気軽にお問い
合わせください。 

お問い合わせ 
〒643-0002 

和歌山県有田郡湯浅町青木 668-1 

湯浅町役場内 

電 話 070-6506-1448 

メール peer.off.site@gmail.com 

● LINE @peer.off.site 
※ 申し訳ございませんが、問い合わせ時すぐに

ご対応できない場合がございます。数日以内

に折り返しご連絡いたします。 
 
SNS 

ユーザーネーム 

    Peer.off.site 
 

URL 
https://peer-offsite. 

jimdofree.com 
 

[作り方]  
    

① なすは一口大の乱切りにし、 

水にさらし、キッチンペーパーで水気をふきと

り、サラダ油をからめる。 
 

② 長ねぎ、にんにく、生姜はみじん切りにする。 
 

③ フライパンに①を入れ中火で３～４分炒めて取り

出す。 
 

④ 同じフライパンで豚ミンチを炒める。②と豆板醤

を加え炒めたらＡを順に加え、１～２分 

たったらなすを加えからめる。 
 

⑤ 一度火を止め、水溶き片栗粉を回し 

入れ、再び火をつけてとろみをつける。 

の 

 

《マーボーなす》 

 

[材料]４人分(１人分：２１１kcal) 
 

豚ミンチ････････････１６０ｇ 
 

なす････････････････････４本 
 

長ねぎ･･････････････１／２本 
 

にんにく･生姜･････････各１片 
 

豆板醤･･････････････小さじ１ 
 

サラダ油････････････大さじ３ 
 

砂糖･･････････大さじ１／２ 
 

しょうゆ･･････････大さじ１ 
 

鶏ガラスープの素･･小さじ１ 
 

酒････････････････大さじ１ 
 

水･･････････････１００ｃｃ 
 

片栗粉････････大さじ１／２ 
 

水････････････････大さじ１ 

             

Ａ 

 

なすは、 

カリウムを多く含

むので、高血圧

やむくみ予防に 

 役立ちます！ 



 

子育て・家庭教育支援室 

 

相談開所日・時間：月～金 ９：００～１７：００ （土日祝・年末年始はお休みです） 

連絡先：湯浅町 子育て・家庭教育支援チーム「とらいあんぐる」 

ＴＥＬ：６３－１１１１（内線１４８） 

メールアドレス：smile@yuasa.ed.jp 
 

編集部では皆様の投稿を募集しております 
 

『子供の楽しいひとこと』『子育ての思い出』『我が家のルール』等々、内容は自由です。 

又、感想等もどしどし上記までお寄せ下さい。 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

湯浅小学校では８月２７日に平和学習を行いました。１・２年生は

「かわいそうなぞう」、３・４年生は「原爆の子 さだ子の願い」を、とも

しびさんに読み聞かせをしていただき、平和の大切さを学びました。 

 

編集後記 

 おかんは小学生の頃に杉田二郎さんの歌う「戦争を知らない子供たち」をよく口ずさんでました。

「♪戦争が終わって僕らは生まれた 戦争を知らずに僕らは育った おとなになって歩きはじめる 

平和の歌をくちずさみながら（中略）青空が好きで 花びらが好きで～♪（後略）」と。この歌が１９７０

年の大阪万博会場で披露されてから５５年。今年は戦後８０年。世界では今も紛争が後を絶ちませ

ん。杉田さんは、子供たちは戦争を知らない、そういう時代を迎えなきゃいけないという思いで歌い

続けていらっしゃるそうです。 （家庭、学校、地域での平和教育の大切さをしみじみ思う「オカン」より） 

 
 

低学年 

 

中学年 

 

平和学習 

１・２年生では、ともしびさんのお一人が終戦時に５歳であったとのことで、

読み聞かせの後、「B２９が東燃（石油精製工場 現：エネオス）のある初島に

爆弾を落としたのが山の向こうに見えて、真っ赤に燃えさかる火を今でもはっ

きり覚えているよ。」「食べ物は配給で、いつもお腹がすいていたよ。」と、記憶

に残っていることをお話しくださいました。 

３ ・ ４ 年 生 で

は、原爆の子の

碑文をみんなで

復唱しました。原

爆の悲惨さや平

和の大切さに触

れ、戦争のない

未来を築くことに

ついて考える機

会となりました。 

【１・２年生の感想】戦争で動物たちが

殺されるようになって悲しかった。戦争

はもう起きてほしくない。 

【３・４年生の感想】原爆で多くの人が亡くなり、病気にも苦し

んだと知って悲しかった。平和が大切だと思った。 


